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一 感覚性強化による検討 - ｡日本心理学
会第49回大会.発表論文典,559.
社会研究部門
































































1)鈴木 晃(1985):環境科学辞典 (荒木 ･沼
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野浮 謙 ･庄武孝義 ･和田十堆 ･峰躍 満
研究概要
1)ニホンザルの集団遺伝学的研究
野浮 謙･庄武孝義
ニホンザルの血液蛋白の構造を支配する遺伝子
の変異を電気泳動法によって検索し,群内,群間
の変異性を定量化する｡現在までにニホンザル44
群,総個体数約2,600頭の血液試料について,85
種の蛋白の構造を支配する計38遺伝子座の検索を
行ってきた｡このデータをもとにして,統計的検
討を加え,繁殖単位間の毎代の移出入率,迫伝的
変異の散布範囲などについて定量的推定を行い,
こホンザルの繁殖構造を解明すべく作菜を続行中
である｡
2)Macaca属サルの系統的相互関係
野浮 謙･庄武孝義
ニホンザルを含むMacaca属サル各種から採血
を行い,前項1)と同一の方法によって種円･種間の
遺伝学的変異性を定量化し,それら種間の逝伝子
構成上の差を遺伝距離で表現し,それに教皇分類
学的手法を適用して枝分かれ図を描く｡それによ
り種間の近縁関係,分化時間の推定等を行う作文
を日下続行中である｡60年度には,シシオザルの
遺伝的変異性と他種マカクへの遺伝距離を推定し
公表した｡
3)家畜化現象と家畜系統史の研究
野浮 謙･正式孝義
在来家畜とそれらの野生原種の遺伝学的野外調
査によって,家畜化現象そのものの袋田迫伝学的
解明と,個々の家畜内で地域袋田間の逝伝的分
化の程度,系統的相互関係の解明を行いつつある｡
60年度にス1)ランカと南インドの調査結果を公安
した｡
4) ヒヒ類の種分化に関する遺伝学的研究
庄武孝義･野揮 詳
60年度のガン特別研究による海外調査によりカ
メルーンにてマンドリル,ドリルの試料が得られ
たので,これまでの試料をまとめてヒヒ類6種間
の遺伝距離を推定中である｡
5)Cercopithecus属サルの遺伝的分化に関す
る研究
庄武孝義･野揮 謙
上述の海外調査によりカメルーンにてグリベッ
トモンキーとパタスモンキー,エチオピアにてグ
1)ベットモンキーの資料を収集したのでこれまで
に得られている資料と合わせて地域分化,種分化
を遺伝距離でもって定量しつつある｡
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